
 

 

瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン（仮称）策定懇談会設置要 

綱 

 

 

 （設置） 

第１条  瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン（仮称）の策定に当たり、広く

有識者等から意見を聴くため、瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン（仮

称）策定懇談会（以下「懇談会」という。）を置く。 

 （定義） 

第２条 この要綱において「瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン（仮称）」

とは、連携中枢都市圏構想推進要綱（平成２６年８月２５日総行市第２００

号）第６の規定に基づき本市が策定する連携中枢都市圏ビジョンをいう。 

 （意見を聴取する事項） 

第３条 市長は、次に掲げる事項について意見を聴取する。 

(１) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン(仮称)の策定に関すること。 

(２) 前号に掲げるもののほか、懇談会の目的を達成するために必要な事項 

  （組織） 

第４条 懇談会は、委員１８人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱する。 

(１) 瀬戸・高松広域定住自立圏共生ビジョン懇談会委員 

(２) 瀬戸・高松広域連携中枢都市圏（仮称）形成に係る連携協約に基づき推

進する取組事項に関連する分野の関係者 

（会長及び副会長） 

第５条  懇談会に会長及び副会長をそれぞれ１人置く。 

２ 会長は委員の互選により定め、副会長は会長が指名する委員をもって充てる。 

３ 会長は、会務を総理し、懇談会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 懇談会の会議は、会長が招集し、会長は、会議の議長となる。 



 

 

２ 懇談会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ、開くことができない。 

３ 会長は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その意見又は説

明を聴くことができる。 

 （庶務） 

第７条 懇談会の庶務は、市民政策局政策課において行う。 

 （委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、懇談会の運営に関し必要な事項は、会長

が懇談会に諮って定める。 

    

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成２７年６月２３日から施行する。 

 （招集の特例） 

２ この要綱による最初の懇談会の会議は、第６条第１項の規定にかかわらず、

市長が招集する。 

 （この要綱の失効） 

３ この要綱は、平成２８年３月３１日限り、その効力を失う。 


